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和暦 西暦

14世紀

事項

はじめて「をたはら（小田原）」の地名が登場する

文亀元年 1501まで 伊勢宗瑞が小田原城を支配下におく

北
永正15年 1518 

木久 大永3年 1523 
中 時 天文10年 1541 

代
永禄2年 1559 

天正8年 1580 

月
9

9 リ
天正18年 1590 

世 期
大

久
保 天正19年 1591 

時 文禄3年 1594 
代

慶長5年 1600 

慶長8年 1603 

番 慶長19年 1614 

城 慶長20年 1615 

阿部 元和5年 1619 

番
元和9年 1623 

城

寛永9年 1632 
稲

葉 寛永10年 1633 

時
延宝3年 1675 

貞享3年 1686 

戸 元禄16年 1703 

宝永3年 1706 

時 宝永4年 1707 

後 宝永5年 1708 

代
期 享保元年 1716 

大 延享4年 1747 

久 天明7年 1787 

保 文化3年 1806 

時 文化14年 1817 

代 文政2年 1819 

天保12年 1841 

嘉永5年 1852 

嘉永6年 1853 

氏綱が早雲より家督を継ぐ

氏綱、 伊勢から北条に改姓する

氏綱没し、 氏康が家督を継ぐ

氏政が家督を継ぐ

氏直が家督を継ぐ

小田原合戦

北条氏が豊臣秀吉に小田原城を明け渡す

氏政と弟の氏照、 自刃、 氏直は高野山へ追放となる

大久保忠世が小田原城主となる

氏直、 赦免される。 一万石を与えられ、 秀吉に出仕するも病没する

大久保忠隣が城主となる

関ケ原の戦い

徳川家康、 征夷大将軍となる（江戸幕府の成立）

忠隣が改易され、 小田原城は幕府管轄の番城となる

豊臣氏が滅亡する（大坂夏の陣）

阿部正次が藩主となる

再び番条となる

小田原城を二代将軍徳川秀忠の隠居城とする計画が立てられる

稲葉正勝が藩主となる

小田原城の修築が始まる

寛永小田原大地震により修築中の城と城下に大きな被害がでる

小田原城の修築が完了する

大久保忠朝が落主となる

元禄小田原地震により小田原城は天守を含むほとんどの施設が倒壊・消失する

小田原城天守が再建される

富士山が噴火（宝永噴火）

前年の富士山噴火の被災地が幕領となる

享保の改革が始まる

幕領となっていた村々の大半が小田原藩に復帰する

寛政の改革が始まる

飯盛女設置

大火で小田原宿の80％が灰になる

大火で町屋が焼失

天保の改革が始まる

小田原の海岸に3台場が完成する

ペリ ー が浦賀に来航する

慶応4年／明治元年 戊辰戦争が始まり、 明治新政府が成立する

明治3年 1870 

明 1871 

1890 

治 1896 

1901 

1902 

大 1920 

正

明治4年

明治23年

明治29年

明治34年

明治35年

大正9年

大正12年 1923 

小田原城の天守・櫓などが売却され、 解体される

廃藩置県により小田原藩が廃止され、 小田原県が設置される

小田原城跡が陸軍省より元藩主大久保氏に払い下げになる

人車鉄道が小田原ー熱海館を結ぶ

小田原城内に御用邸が落成する

小田原大海鳴

東海道線小田原駅開業

関東大震災 天守台、 本丸、 二の丸の石垣が崩落
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「遺跡を学ぶ」
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